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東 博暢
株式会社日本総合研究所 プリンシパル

スマートシティ実現による都市・地域社会の未来

LIGAREセミナー1月
スマートシティ構想の現在地・未来とは？

ー構想実現のキーポイントは何かー
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 J-Startup / J-Startup KANSAI 推薦委員
 内閣府SIP構造化チーム チームメンバー
 内閣府「公共調達の活用等による中小・ベンチャー企業育成・強化に関する技術審査委員会」委員
 内閣府「内閣府オープンイノベーションチャレンジ」アドバイザー/審査員
 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 技術委員 / NEP審査員
 文部科学省/JST 共創の場形成支援プログラム 地域共創分野 アドバイザー
 一般社団法人日本スタートアップ支援協会 顧問
 大阪市「イノベーション促進評議会」評議員
 大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアム （大阪スタートアップ・エコシステムコンソーシアム キーパーソン）
 大阪商工会議所「第４次産業革命推進委員会」委員(～2020)/ 「産業・技術振興委員会」 委員 (2021～)
 浜松市 ベンチャー支援アドバイザー / Central Japan Startup Ecosystem Consortium 浜松アドバイザー

Open Innovation
Startup Ecosystem

Super City

Smart City

 世界経済フォーラム第4次産業革命センター Core Group of Experts (SmartCity)
 2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会スーパーバイザー
 内閣府 地方創生推進事務局 国家戦略特区 「スーパーシティ」構想の実現に向けた有識者懇談会 民間等有識者 （第２回・第４回）
 総務省「ICT街づくり推進会議 スマートシティ検討ワーキンググループ」構成委員
 総務省「デジタル経済社会を支えるネットワーク空間の在り方に関する勉強会」委員
 国土交通省・文化庁・奈良県・奈良市等「平城宮跡歴史公園スマートチャレンジコンソーシアム」会長
 経済産業省「産業サイバーセキュリティ研究会：ワーキンググループ３（サイバーセキュリティビジネス化）委員
 経済産業省「デジタル市場における問題解決と次世代取引基盤に関する検討会」 委員
 国土交通省「新型コロナ危機を踏まえた新しいまちづくりの方向性」に係る有識者ヒアリング
 国土交通省・内閣府・総務省等「スマートシティ・ガイドブック検討会」検討委員
 公益社団法人日本都市計画学会 スマートシティ特別委員会 委員 / プロジェクトスキーム小委員会 委員長
 大阪府/大阪市 大阪・関西万博におけるパビリオン等地元出展に関する有識者懇話会 委員
 福岡地域戦略推進協議会（FDC） スマートシティ部会 副部会長
 奈良県 AIタウン特別検討会 座長
 橿原市 総合政策アドバイザー / 都市計画マスタープラン検討員会 委員/ 総合政策審議会 委員
 三重県「データサイエンス推進構想（仮称）」有識者会議 委員
 浜松市 フェロー（デジタル・スマートシティ） / スーパーシティ リードアーキテクト
 山梨県 やまなし自然首都圏構想研究会 座長/リニアやまなしビジョン最先端企業等誘致アドバイザー
 加賀市 地方創生推進フェロー（デジタル化・スマートシティ） / スーパーシティ リードアーキテクト
 長野市スマートシティ推進アドバイザー/NAGANOスマートシティコミッション（NASC）アーキテクト
 SmartCityX Mentor

■委員会活動等
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山梨県

奈良県

橿原市

6.5万人 80万人

80万人

13万人

37万人
233万人

880万人

276万人

132万人 35万人

12万人
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93万人

162万人



Copyright (C)  Hironobu Azuma

1. スマートシティとデジタル田園都市国家構想について

2. スマートシティ/DX政策の各地の取り組み

スマートシティ実現による都市・地域社会の未来

4
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1. スマートシティとデジタル田園都市国家構想について

2. スマートシティ/DX政策の各地の取り組み

スマートシティ実現による都市・地域社会の未来
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国家地域/都市経営・まちづくりに

イノベーション

が求められている
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Innovation
Economic Growth Theory:経済発展の理論（1929）
Joseph Alois Schumpeter
New combinations
アントレプレナーによる新結合により経済成長がもたらされる

新しい財貨の生産：Production innovation
新しい生産方法の導入：process innovation
新しい販路の開拓：market innovation
原料あるいは半製品の新しい供給源の獲得：supply chain innovation
新しい組織の実現（独占的地位の形成やその打破）：organization innovation

『イノベーションは､視点を変えたり自分自身が変わったりすることが出発点になるのだ｡
ものの見方や自分自身を変えようとしているうちに､それまでとは異なったものが見えてくる｡』

『未来につきものの不確実性に対する反応として､俊敏な対応もある｡
戦略的な柔軟性は､不確実性の時代には望ましい要素だ｡
移り変わりの激しい世の中で､すみやかに製品や流通チャネルや技術を変更していくのは
企業にとって必須の条件だ｡』

-Gary Hamel
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スマートシティとは何か？

我が国は何故
スマートシティ政策

を推進せねばならないのか？
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Big Pain Points

9

我が国が置かれている状況
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10

Before Internet
After Internet

50歳

30歳

100歳

＋３５％ －３５％
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1980 1995 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2040 2045

団塊の世代が75歳以上の後期高齢者に

人口（億人）

1.17            1.25            1.27       1.27         1.25        1.24        1.20        1.16           1.07        1.02  

高齢化率

9 %            15 %         20 %       23%        27 %       29 %       30 %      32 %          36 %        38 %

社会保障給付費 87.7          103.4       114.8                             149.3 – 151.0 210.8 – 216.2

医療費 28.1            32.3        37.7                                49.3 – 51.8 70.5 – 77.2

介護費 5.8              7.5          9.4                                 15.7 – 16.5                              27.3 – 28.7

年金 46.2           52.4        54.9                                      64.2                                        85.9

2021年9月 デジタル庁発足

【1G】 【2G】 【3G】 【3.5G】 【3.9G】 【4G】 【5G】 beyond 5G      【6G】

“The Third Wave”
Alvin Toffler

“Being Digital”
Nicholas Negroponte

“Web 2.0”
Tim O'Reilly

Smart Phone
元年

CPS/AI/IoT
Platform 形成

COVID-19 shock
DX元年

宇宙開発
利活用元年

インターネット
商業化

Social化 Mobile化 自立化

IoT/Cloud普及

Singularity

宇宙開発/活用衛星普及DX

（兆円）

（兆円）

（兆円）

（兆円）

New Normal

ヒトが老いる
社会保障費UP
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国土基盤ストックの維持管理・更新費動向

国土基盤ストックの
更新に伴う

都市の（再）開発の増加

まちが老いる
インフラメンテコストUP
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13

東日本大震災

熊本地震

北海道胆振東部地震

大阪北部地震 広島・岡山豪雨

関西空港浸水 北陸豪雪

北陸豪雪

北陸豪雪

広域・長期的な市街地浸水

多数・長期にわたる孤立集落同時発生

支援リソース不足

エネルギー供給長期途絶

地域医療機能麻痺

行政機能低下・停止

情報通信ネットワーク輻輳・途絶

サプライチェーン停止による
経済活動への影響

複数空港同時被災

建物等倒壊による交通麻痺

災害廃棄物処理の停滞

浸水被害復旧長期化

pandemic

起きてはならない最悪の事態が例年起きている
これからも起きる可能性が高い！！

13

日常化する大災害



ロボット A.I.

Technology
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Solutionとしてのスマートシティ政策・デジタル/技術活用
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市町村の人口密度と行政コスト2050年の我が国の人口偏在状況

このままだと地域経営・国家経営が危機に瀕する
ビジネスモデルとして限界

“EXTREME ECONOMIES”
- Richard Davies
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Smart City

Society 5.0

DX
Digital transformation

SDGs
Sustainable Development Goals

スマートシティ政策を語る上でのキーワード

16
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SDGs

Sustainable Development Goals
持続可能な開発目標

No one will be left behind
誰一人取り残さない！！

つまり、社会を持続する為に世界的に解決するべき課題

17
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Society 5.0の実現
Smart Cityの推進

第4次産業革命/ウィズコロナ期
我々はどのように

地域課題を克服し、未来社会をデザインするか？

Society 5.0
Vision of human-centered future society promoted by

the Japanese government (G20)
人間中心の未来社会のビジョン

19
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Digitization: デジタイゼーション

デジタル化（アナログからデジタルへ）
the process of changing from analog to digital form.

- Gartner’s definition -

Digitalization: デジタライゼーション
デジタル化技術を用いて製品やサービスの付加価値を高め自社のビジネスモデルを変えること
The use of digital technologies to change a business model and provide new revenue and value-producing 
opportunities; it is the process of moving to a digital business.

- Gartner’s definition –

Digital transformation(DX): デジタルトランスフォーメーション

全ての人々がデジタルテクノロジーの恩恵を受け、あらゆる面でより良く幸せになる

The position is also framed around an empirical and theoretical understanding of the evolving technology  that we 

label the digital transformation in which an appreciation of aesthetic experience is regarded to be a focal 
methodological concept.

The digital transformation can be understood as  the changes that the digital technology causes or influences in all 
aspects of human life.

-“Information Technology and The Good Life”, Erik Stolterman et al., Umea Univ.,

Information System Research Relevant Theory and Informed Practice, IFIP TC8/WG2 2004 -

美的体験

DX

20
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Smart City

Society 5.0

DX
Digital transformation

SDGs
Sustainable Development Goals

一つの組織では実現不可能、チーム戦！総力戦！！

21
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G20
Osaka Leaders Declaration

Innovation: 
Digitalization, Data Free Flow with Trust

We reaffirm the importance of bridging the digital divide 

and fostering the adoption of digitalization among micro, 
small and medium enterprises 
(MSMEs) and all individuals, particularly 
vulnerable groups and also encourage networking and 

experience-sharing among cities for the development of 
smart cities. 

22
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G20 Global Smart Cities Alliance
（世界経済フォーラム第四次産業革命日本センター）
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G20 Global Smart Cities Alliance
Our Five Guiding Principles:

1. Transparency and Privacy
2. Safety, Security and Resiliency
3. Interoperability and Openness
4. Operational and Financial Sustainability
5. Equity, Inclusion and Societal Impact
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G20 Global Smart Cities Alliance
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社会実装としての
スマートシティ政策

27
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内閣官房/内閣府
まち・ひと・しごと創生基本方針2021

地方創生の３つの視点

Human GreenDigital

地方へのひとの流れの創出
人材支援

地方創生に資する
DXの推進

地方創生が牽引する
脱炭素社会の実現

地方創生テレワーク
関係人口創出 等

地域データ活用
交通分野におけるデジタル化 等

再生可能エネルギー

DX GXSociety 5.0

28
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デジタル田園都市国家構想
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2020年3月18日

今後スマートシティを取り組む地方自治体や民間事業者に対して

SIPサイバー/アーキテクチャ構築及び実証研究の成果公表

36
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（出所）内閣府「SIPサイバー/アーキテクチャ構築及び実証研究の成果公表」
令和2年3月18日政策統括官（科学技術・イノベーション担当）
https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/20200318siparchitecture.html?fbclid=IwAR1ZRmH94844Rkp4CvB-OBw2V-
rS0f7swPNjcCyN7WVhDp5iY_d1jICMrco
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データ連携基盤とは

40
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GaaS：Goverment as a Startup
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43

JAPAN Digital Transformation/ JP-DX
デジタルニューディール

- 経済財政運営と改革の基本方針2020

43
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データがつながることで「新たな価値を創出」

ベース・レジストリ

の整備

オープンデータの推進

データ品質管理
フレームワーク

分野間横断のデータ連携
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しかし本質的には・・・
スマートシティを推進して
皆が幸せになるのか？

ワクワクする未来を描けているか？

“Social Impact” はあるか？

A “Vitamin” Or A “Painkiller” / “Moonshot”

“must-have”なService/Application & Solution
Not “nice-to-have”

47
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World Happiness Report 2021(2020-2019)

1. GDP per capita /一人あたりのGDP
2. Social Support/社会的支援 : 困ったときに頼れる親戚や友人がいるか?
3. Healthy life expectancy/健康寿命
4. Freedom to make life choice/人生の選択自由度: 人生の選択自由度に満足しているか?
5. Generosity/寛容度 : 過去1カ月以内に寄付したか?
6. Perceptions of corruption/汚職・腐敗 :政府/ビジネスに腐敗が蔓延していますか？

フィンランド : 1位（１位- １位）日本 : 56位 (62位-58位）

スマートシティ推進で幸福度をUPできるか？
48
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How's Life? 2020 Measuring Well-being in japan
-OECD

49
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50

我々は幸福か？？？

50
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34.4%

9.8%

4.1%

13.2%

54.9%

60.8%

27.9%

52.6%

8.2%

25.2%

44.6%

26.2%

2.6%

4.2%

23.4%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0点(n=195)

1～14点(n=615)

15点以上(n=222)

全体(n=1032)

レベル0 レベル1：わずかなストレスレベル

レベル2：軽いストレスレベル レベル3：重いストレスレベル

•
•

•

図１.親の精神的健康状態別に見た、子どものストレスレベル

とてもあてはまる

8.8%

まぁまぁあてはまる

24.5%

どちらともいえない

19.1%

あまりあては

まらない

25.8%

まったくあ

てはまらな

い

21.8%

図2.学校再開後の通学への気持ち：つらいと回答した
（「とてもあてはまる」と「まあまああてはまる」の合計）

新型コロナウイルス感染症による子どもの孤立問題の深刻化
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（出所）内閣府貧困を抱える⼦ ⽀供を 援するためのデータ連携に関する研究会
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地方からデジタルの実装を進め、新たな変革の
波を起こし、地方と都市の 差を縮めていくこと
で、世界とつながる「デジタル田園都市国家構
想」の実現に向け、構想の具体化を図るととも
に、デジタル実装を通じた地方活性化 を推進す
るため、デジタル田園都市国家構想実現会議を
開催する。

田園都市国家構想実現会議
の開催決定

デジタル化の急速な進展が世界にもたらす根本的な
構造変化、発展可能性の拡大を踏まえ、デジタル改
革、規制改革、行政改革に係る横断的課題を一体的
に検討し実行することにより、国や地方の制度・シ
ステム等の構造変革を早急に進め、個人や事業者が
新たな付加価値を創出しやすい社会とすることを目
的として、デジタル臨時行政調査会を開催する。

令和3年11月9日 内閣総理大臣決裁

デジタル臨時行政調査会
の開催決定

59
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デジタル田園都市国家構想実現会議
令和3年 11月9日
内閣総理大臣決裁
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（出所）デジタル田園都市国家構想担当大臣 若宮 健嗣
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スマートシティ推進

何が難しい？

66
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前提：第4次産業革命
技術革新が加速している

（おおよそ5年で環境が変化する）

まちづくりプロセスも変わる
民間企業/自治体のビジネスモデルも変わる

官民・異業種が連携してコラボレーションして
この複雑化する社会を乗り切ることが重要

OPEN Innovation
67

1980 1995 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2040 2045

2021年9月 デジタル庁（仮称）発足予定

【1G】 【2G】 【3G】 【3.5G】 【3.9G】 【4G】 【5G】 beyond 5G      【6G】

“The Third Wave”
Alvin Toffler

“Being Digital”
Nicholas Negroponte

“Web 2.0”
Tim O'Reilly

Smart Phone
元年

CPS/AI/IoT
Platform 形成

COVID-19 shock
DX元年

宇宙開発
利活用元年

インターネット
商業化

Social化 Mobile化 自立化

IoT/Cloud普及

宇宙開発/活用衛星普及DX化

New Normal
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スマートシティの構造化とマネジメントの複雑さ

Service / Application

地域課題/ Civic Pride

幸福度向上
住民QoL向上/来訪者の満足度向上

空間的価値の向上

データ連携基盤（都市OS 等）
ネットワーク空間

空間的特徴 時間的特徴 マネジメント

これからの都市政策/計画（複雑系/アジャイル型都市計画）

New Normal対応/ライフスタイルの変化

働き方・職住環境の変化等（時間・空間の束縛から解放）

ワーケーション・リビングシフト・多拠点居住・シェアリングエコノミー等

Cyber空間
複雑系

動的
Dynamic

(Real Time)

Data
Management

× × ×

Physical空間
工学系

静的
Static

Area
Management

従来型都市政策/計画
（工学系/ウォーターフォール型都市計画）

Society5.0実現/スマートシティ政策

68

Privacy Issue, Cyber Security, Trust, ELSI…
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世代間ギャップ

0歳 15歳 25歳 30歳 35歳 40歳 45歳 50歳 60歳 65歳
0歳 10歳 15歳 20歳 25歳 30歳 35歳 45歳 50歳

0歳 5歳 10歳 15歳 20歳 25歳 35歳 40歳
0歳 5歳 10歳 15歳 20歳 25歳 35歳

0歳 5歳 10歳 15歳 20歳 25歳

A/D Hybrid世代 (Y)
ネット世代 （Z）
ソーシャル世代 (Z)
モバイル世代 (Z～α)
ロボットAI世代 (α～)

1980 1995 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2040 2045

人口（億人）
1.17              1.25                1.27       1.27          1.25         1.24        1.20              1.16             1.07        1.02    

【1G】 【2G】 【3G】 【3.5G】 【3.9G】 【4G】 【5G】 beyond 5G   【6G】

インターネット
商業化 Social化 Mobile化 自立化

IoT/Cloud普及

宇宙開発/活用衛星普及DX

New Normal

世代間のGAPにも配慮を！！
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ビジネスとして持続するのか
持続可能か？
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Living Labで検証

共創（Co-Creation） ユーザーと生産者による共同でのデザイン

調査（Exploration） 新たな利用方法、行動様式、市場機会の発見

実験（Experimentation） ユーザーのコミュニティでの生きたシナリオ

評価（Evaluation） 社会人間工学、社会認知、社会経済の基準に従って
コンセプト、製品サービスの評価

（出所）欧州委員会

The DX Approach / BY Designの思想
Citizen Interface /Citizen Experience(CI & CX)の検証

72

市民との共創：やりながら考える！
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完璧なまでの
ウォーターフォール型開発

アジャイル開発
ウォーターフォール型開発のMIX

都市計画部局とICT部局との連携が弱い or 皆無。
街づくりに係るICT人材の不足。

基
本
構
想

基
本
計
画

導
入
可
能
性
調
査

実
施
方
針
公
表

民
間
事
業
者
の
募
集

（
入
札
告
示）

特
定
事
業
選
定

審

査

落
札
者
決
定

事
業
契
約
締
結 不

動
産

：D
ev

el
o
p
er

設
計

：設
計

事
務

所

設
備

・調
達

先
：I

C
T
事

業
者

等

施
工

：
G
en

er
a
l 
C
o
n
tr

a
ct

o
r

研究者や有識者より研究・民間情報等をINPUT。
しかしながら建設・設計土木色が強く、最新のICT要素のINPUTが少ない or 皆無。

計画段階で民間のノウハウが入るものの、主に建設コンサル・PFI
アドバイザーによる民間事業手法の活用検討・VFM算出の為、ICT
施策が十分に反映されていない。

４８(カ月)３６２４１２０

自治体主導

民間からの意見招請

委員会

住民参画

委員会

住民参画

ICT関連サービスを想定した仕様の
落とし込みができない。

街づくりへのICT関連事業者の関与
機会が設計・施工段階になるまで
少なく、結果、高コスト構造になる
（ベンダーロック等が発生）。

基本構想から実施方針を公表するまでに、２～３年程度、まちびらき（竣工）まで５年以上を要し、ICT関連技術や
サービス、ビジネスモデルの急速な発展により、まちびらき時点で、基本構想や基本計画は旧態依然としたものとなる。

手
続
き
を
簡
易
化
し
た

P
F
I

手
法
に
よ
る
街
づ
く
り

Agile Methods
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1. スマートシティとデジタル田園都市国家構想について

2. スマートシティ/DX政策の各地の取り組み

スマートシティ実現による都市・地域社会の未来
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地域で課題や地域の未来VISONを提示し、

域内外の行政・企業・大学・金融が連携して

当該課題解決を目指す

実証実験サポート事業が徐々に拡大

ヒト・モノ・カネ・情報・フィールド・制度
地域資源フル活用
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浜松市 ベンチャー支援アドバイザー
浜松市 フェロー（デジタル・スマートシティ）
浜松市スーパーシティ リードアーキテクト

浜松市デジタル・スマートシティ官民連携プラットフォーム 運営委員会 副委員長

77
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78

ニューノーマル時代の新たな地方創生を
デジタルファースト宣言

R01/10/31

ピンチは
チャンス！！

やらまいか！！

デジタルスマートシティ
推進事業本部 設置

R02/04/01

中央政府より先行着手 ！！
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デジタル・スマートシティ 浜松
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浜松市デジタル・スマートシティ
官民連携プラットフォーム

85



Copyright (C)  Hironobu Azuma

86

一般会員
152団体
R4.01.13
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 ”浜松市デジタル・スマートシティ”オンラインセミナー
 ”デジタル・スマートシティ浜松”ウェビナーシリーズ
 PF会員向けソリューションピッチ
 浜松デジタル・スマートシティMONTH
 はままつ出張デジタル講座
 Hamamatsu ORI-Project
データ利活用促進に向けた庁内の研修等
取組発信

様々な取り組みを展開中
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デジタル・スマートシティ浜松 オンラインフォーラム
令和3年 10月 25日（月） 13:15-17:00 
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データ連携基盤について
• データ連携基盤は、分散して存在する多種多様な基盤の「ハブ」となり、「データの流通・連携をサポート」する機

能を有する（令和3年度に整備予定）。
• Hamamatsu ORI-Projectでは、データ連携基盤を活用した実験的なサービスを官民連携で取り組むプロ

ジェクトとなっている。

データ連携基盤【概要図】 ※令和3年度に整備予定

Hamamatsu ORI-Project 成果発表会
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自動運転による超小型モビリティの公道走行
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浜松市 実証実験サポート事業
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オンラインでの家族介護実証プロジェクト健康・福祉

体験型のバーチャル動物園の実現文化・生涯学習

寄り添いを重視したオンライン×人工透析予防特化型
重症化予防プログラム

健康・医療

介護ワークシェアリングサービス「カイスケ」を用いたコロナ禍に伴
う突発的な介護人材不足への対策&慢性的な介護人材不足改善の検証

LINE 等のDX を活用した子宮頸がん検診受診率向上施策

エリア横断型サブスクリプション券を用いた飲食需要喚起施策産業経済

VR による被災家屋調査スキル習得ソフトウェアの検証安全・安心・快適

健康・医療

健康・医療

Ｒ２年度採択7社
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浜松市ファンドサポート事業

100
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浜松市ファンドサポート事業 認定VC 認定式9月7日

 浜松市認定VC 41社（令和3年度時点）

ANRI East 
Ventures

伊藤忠ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
ﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾞ㈱

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｴﾝｼﾞﾝ
㈱

ｲﾝｷｭﾍﾞｲﾄﾌｧﾝﾄﾞ
ン㈱

ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ･ｼﾞｬ
ﾊﾟﾝ㈱

SMBCﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬ
ﾋﾟﾀﾙ㈱

Gazelle 
Capital㈱ ㈱Kips KUSABI

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾌﾞﾚｲﾝ
㈱ ㈱ｹｲｴｽﾋﾟｰ JMTCｷｬﾋﾟﾀﾙ 静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ㈱ 信金ｷｬﾋﾟﾀﾙ㈱ Skyland 

Ventures
Spiral Capital
㈱

栖峰投資ワーク
ス㈱ ｾﾞﾛｲﾁｷｬﾋﾟﾀﾙ ㈱ｾﾞﾛﾜﾝﾌﾞｰｽﾀｰ

大和企業投資㈱ W ventures㈱ ㈱TNPｽﾚｯｽﾞｵ
ﾌﾞﾗｲﾄ

㈱DGｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮ
ﾝ

㈱DGベンチャー
ズ ㈱ﾃﾞﾌﾀ･ｷｬﾋﾟﾀﾙ ㈱ﾄﾞｰｶﾞﾝ･ﾍﾞｰﾀ DRONE 

FUND㈱
㈱日本ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
ﾍﾞﾝﾁｬｰﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ

Beyond Next 
Ventures㈱

Beyond X ㈱ﾌｧｽﾄﾄﾗｯｸｲﾆｼｱ
ﾃｨﾌﾞ

Plug and 
Play Japan㈱

ﾌﾞﾙｰ･ﾏｰﾘﾝ･ﾊﾟｰﾄ
ﾅｰｽﾞ㈱

Bonds 
Investment 
Group㈱

ﾏﾈｯｸｽﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾞ
㈱

三菱UFJキャピタ
ル㈱

㈱
Monozukuri
Ventures

ﾗｲﾌﾀｲﾑﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾞ ﾘｱﾙﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ

りそなｷｬﾋﾟﾀﾙ㈱
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令和２年度

令和元年度
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加賀市フェロー（デジタル・地方創生）
加賀市スーパーシティ リードアーキテクト
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片山津

山中

山代

大聖寺

作見

加賀市医療センター

加賀新幹線駅
（2023開業→延期？）

対象地区：加賀市全域

Brown Field Green Field
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スマートシティ加賀推進計画の位置づけ
スマートシティ加賀推進計画は、スマートシティ加賀構想を実現するために重点的に推進すべき施策の目標・方向性・指標を示すものとする。

107

加賀市民憲章

都市計画関連法令 / まち・ひと・しごと創生法
等

まち・ひと・しごと創生基本方
針2019

第2次加賀市総合計画
2017年→2026年

具現
化

最上位計画

加賀市都市計画マスタープラン
2019年→2035年

第2期加賀市
まち・ひと・しごと総合戦略

2020年→2024年

即す 即す

関連計画 個別都市計画 基本計画（個別計画）

即す整合・連携

加賀市立地適正化計画

住宅マスタープラン

景観計画

地域防災計画 など

地域地区（用途地域、風致稚樹な
ど）

市街地開発（土地区画整理事業な
ど）

都市施設（道路、公園、下水道な
ど）

地区計画など

加賀市観光戦略プラン

加賀市産業振興行動計画（改訂版）

加賀市子ども・子育て支援事業計画

加賀市高齢者お達者プラン（第7期）

加賀市版「生涯活躍のまち」構想など

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

経
済
再
生
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
０
（
骨
太
方
針
）

統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
２
０
２
０

府
省
庁
ス
マ
ー
ト
関
連
政
策

加
賀
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
宣
言

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
加
賀
構
想

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
加
賀
推
進
計
画

官民データ活用推進基本法

令和2年 IT新戦略
世界最先端デジタル国家創造宣言

官民データ活用推進基本計画

加
賀
市
官
民
デ
ー
タ

活
用
推
進
計
画

石
川
県
官
民
デ
ー
タ

活
用
推
進
計
画

整合
連携

整合
連携

整合・連携
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Solution: スーパー/スマートシティ推進でピンチをチャンスに！！

加賀市は全国に先駆けてスマートシティ宣言・構想・計画を策定！

109
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① Citizen First, Citizen-Driven Society
～ “Build Civic Pride” 当事者意識を！

② Multi-Stakeholder Process (MSP）
１．信頼関係の醸成 ２．社会的な正当性 ３．全体最適の追求 ４．主体的行動の促進 ５．学習する会議

～みんなワンチームで行動しよう！

③ Agile Governance
～走りながら進化する体制構築を！

現場で進める際の基本原則
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Thank you

hironobu.azuma.7

azuma.hironobu@jri.co.jp


